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１
９
０
０
年
の
歴
史
を
誇

る
大お

お
く
に
た
ま

國
魂
神
社
（
東
京
都
府

中
市
）
は
、
現
在
の
東
京

都
、
埼
玉
県
、
神
奈
川
県
北

東
部
に
及
ぶ
「
武
蔵
国
」
を

開
い
た
大
國
魂
大
神
が
祀ま

つ

ら

れ
る
。
神
社
の
権ご

ん

祢ね

宜ぎ

と
し

て
、
父
の
宮
司
・
昌
盛
さ
ん

を
支
え
る
。

　
同
神
社
の
大
祭「
く
ら
や

み
祭
」
が
４
月
30
日
か
ら
７

日
間
催
さ
れ
た
。
神
輿
渡
御

は
街
の
明
か
り
が
消
え
た
深

夜
に
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
こ

の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
毎

年
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
、

緑
豊
か
な
け
や
き
並
木
に
彩

ら
れ
た
参
道
は
人
で
あ
ふ
れ

る
。
今
年
は
約

75
万
人
が
訪
れ

た
。
町
内
会
の

子
ど
も
神
輿
や

山
車
の
巡
行
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
も
並
行

し
て
行
わ
れ
、

熱
気
に
包
ま
れ

る
。

　
広
報
担
当
と

し
て
カ
メ
ラ
片

手

に

奮

闘
、

「
地
域
の
皆
様

大
國
魂
神
社
広
報
担
当

 

猿
さ

わ

渡
た

り

　
惇

じ
ゅ
ん

さ
ん

（
平
19
文
）

無

料

法

律

相

談

　
校
友
会
職
域
支
部
の
専
修

　
成
吉
弘
次
氏
（
な
り
よ
し

・
こ
う
じ

昭
59
経
営
）
㈱

ぎ
ょ
う
せ
い
代
表
取
締
役
社

長
に
４
月
１
日
付
で
就
任
。

本
社

東
京
都
。
自
治
体
関

連
の
実
務
書
籍
の
出
版
。

　
香
川
澄
子
氏
（
か
が
わ
・

す
み
こ

平
５
商
）
ト
ォ
ー

タ
ル
フ
ー
ズ
㈱
社
長
に
４
月

６
日
付
で
就
任
。
本
社

北

海
道
帯
広
市
。
業
務
用
食

品
、
冷
凍
食
品
、
治
療
・
介

護
食
の
販
売
。

〈
秋
田
支
部
総
会
〉

▽
５
月
21
日
（
土
）
16
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
秋
田
駅
か
ら
徒
歩
３

分
「
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
」

旴
安
宅
弘
昌
氏
☎
０
９
０
・

４
３
１
１
・
５
５
０
９

〈
和
歌
山
県
紀
北
支
部
総

会
〉

▽
５
月
27
日
（
金
）
18
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
和
歌
山
駅
か
ら

校
友
会
定
時
総
会

▽
日
時
‥
７
月
24
日
（
日
）

13
時
開
会

▽
場
所
‥
仙
台
市
「
江
陽
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」（
Ｊ
Ｒ
仙

台
駅
か
ら
徒
歩
12
分
）

▽
第
１
部
‥
総
会

▽
第
２
部
‥
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
／
福
引
抽
選
会

※
詳
細
は
校
友
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
。

旴
校
友
会
事
務
局

☎
03
・
３
２
６
５
・
７
５
７

９ 川
県
相
模
原
市
の
郷
土
史
研

究
会
主
催
）
採
録
と
自
身
の

日
記
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　「
私
の
軍
隊
生
活
は
短

く
、
外
地
で
鉄
砲
を
撃
ち
合

っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
戦
争

と
真
剣
に
向
き
合
っ
た
。

『
か
な
し
き
か
な
や
』
と
嘆

き
悲
し
む
こ
と
が
絶
対
起
こ

ら
な
い
平
和
な
世
界
を
切
に

願
う
」
と
語
る
。

　
タ
イ
ト
ル
の
「
兵
隊
は
か

な
し
き
か
な
や
」
は
従
軍
作

家
・
火
野
葦
平
の
詩
か
ら
と

っ
た
。
Ａ
４
判
・
95
㌻
。

＜校友＞

兵
隊
は
か
な
し
き
か
な
や
　

日
記

 

諸
角
弘
著

　
戦
争
の
悲
惨
さ
を
次
代
に

語
り
継
ご
う
と
諸
角
弘
さ
ん

（
昭
28
商
経
・
山
梨
県
上
野

原
市
）
が
『
兵
隊
は
か
な
し

き
か
な
や
　
日
記
』
を
自
費

出
版
し
た
。

　
諸
角
さ
ん
は
上
野
原
の
青

年
学
校
か
ら
昭
和
20
（
１
９

４
５
）
年
４
月
、
19
歳
で
新

潟
県
高
田
市
（
現
上
越
市
）

の
第
十
三
航
空
情
報
教
育
隊

に
入
営
し
軍
務
に
服
し
た
。

仙
台
の
航
空
情
報
隊
を
経
て

青
森
県
八
戸
で
終
戦
を
迎
え

た
。
同
書
は
数
年
前
に
諸
角

さ
ん
が
行
っ
た
講
演
（
神
奈

桜
ま
つ
り
に
出
店 

 

相
模
原
支
部

　
校
友
会
相
模
原
支
部
（
神

奈
川
県
、
渋
谷
隆
宏
支
部
長

昭
33
商
経
）
は
、「
相
模

原
市
民
桜
ま
つ
り
」（
４
月

２
、
３
日
）
に
参
加
、
専
修

大
学
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
。

　「
桜
ま
つ
り
」
は
「
ふ
る

さ
と
づ
く
り
」
も
テ
ー
マ
に

掲
げ
、
市
民
手
作
り
で
開
催

さ
れ
る
相
模
原
市
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
。
今
年
は
桜
満
開
の

な
か
行
わ
れ
、
多
数
の
市
民

や
観
光
客
が
訪
れ
た
。

　
両
日
で
支
部
会
員
延
べ
34

人
が
参
加
、
専
修
大
学
の
の

ぼ
り
を
立
て
て
「
な
ん
で
も

法
律
相
談
室
」
と
、
焼
き
鳥

や
校
友
会
グ
ッ
ズ
販
売
の
模

擬
店
を
出
店
。
市
民
と
交
流

を
深
め
た
。

　
懇
親
会
に
は
、
校
友
会
の

宮
岡
孝
之
副
会
長
、
町
田
支

部
（
東
京
都
）
の
池
田
敏
彦

支
部
長
（
昭
36
商
経
）、
城

南
支
部
（
同
）
の
熊
坂
洋
生

支
部
長
（
昭
41
経
営
）
ら
も

駆
け
付
け
、
今
後
の
健
闘
を

誓
い
合
っ
た
。

　
Ｗ
Ｂ
Ｃ
世
界
バ
ン
タ
ム
級

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
・
山
中
慎
介

さ
ん
（
平
17
商
、
帝
拳
）
の

10
度
目
の
防
衛
を
祝
う
会
が

４
月
14
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
か
れ
、
ボ
ク
シ
ン
グ

部
関
係
者
や
校
友
ら
多
数
が

祝
福
し
た
。
本
学
ボ
ク
シ
ン

グ
部
Ｏ
Ｂ
会
（
藤
巻
武
会
長

・
昭
43
商
）
の
主
催
。

　
グ
リ
ー
ン
の
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
ベ
ル
ト
を
肩
に
か
け
た
山

中
さ
ん
が
登
場
す
る
と
会
場

は
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
。

藤
巻
Ｏ
Ｂ
会
長
、
富
山
尚
德

副
理
事
長
、
小
宮
多
喜
次
校

友
会
長
、
並
木
信
明
ボ
ク
シ

ン
グ
部
監
督
（
文
学
部
教

授
）
ら
か
ら
祝
辞
を
受
け
た

山
中
さ
ん
は
「
さ
ら
に
上
を

目
指
し
た
い
。
今
後
も
応
援

を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　
駆
け
付
け
た
ボ
ク
シ
ン
グ

部
の
後
輩
に
は
、
サ
イ
ン
や

写
真
撮
影
に
気
さ
く
に
応
じ

「
目
標
を
も
っ
て
、
一
つ
一

つ
を
達
成
で
き
る
よ
う
頑
張

れ
」
と
激
励
し
た
。
主
将
の

乙
川
祐
太
さ
ん
（
法
４
）
は

「
憧
れ
の
大
先
輩
に
声
を
か

け
て
い
た
だ
き
感
激
」
と
ほ

お
を
紅
潮
さ
せ
て
い
た
。

▲
　
並
木
監
督
（
前
列
中
央
）、

後
輩
と
と
も
に
ポ
ー
ズ
を

と
る
山
中
さ
ん
（
前
列
左

か
ら
２
人
目
）

　
山
中
さ
ん
は
２
０
１
１
年

に
無
敗
の
ま
ま
世
界
王
座
を

獲
得
。
翌
12
年
か
ら
今
年
３

月
の
ソ
リ
ス
（
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
）
戦
ま
で
10
度
の
防
衛
を

達
成
。
10
試
合
中
６
試
合
は

Ｋ
Ｏ
で
飾
っ
て
い
る
。「
神

の
左
」
と
形
容
さ
れ
る
強
烈

な
左
ス
ト
レ
ー
ト
が
武
器
。

世
界
王
座
の
連
続
防
衛
10
回

は
日
本
歴
代
３
位
タ
イ
と
な

る
。

ボ
ク
シ
ン
グ
部
後
輩
を
激
励

山
中
慎
介
さ
ん
防
衛
Ｖ
10
祝
う

◀
　「
専
修
大
学
」の
の
ぼ
り
で
母
校
を
Ｐ
Ｒ

大
学
法
曹
会
が
主
催
す
る

「
無
料
法
律
相
談
会
」（

後

援

校
友
会
、
今
村
法
律
研
究

室
）
の
開
催
予
定
は
次
の
通

り（
５
月
15
日
以
降
）。
事
前

の
申
し
込
み
が
必
要
。

旴
今
村
記
念
法
律
事
務
所
☎

03
・
３
２
６
４
・
１
７
２
１

【
場
所
】
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

８
号
館
１
階
「
今
村
記
念
法

律
事
務
所
」

【
日
程
】
※
毎
回
水
曜
日

▽
５
月
25
日
▽
６
月
８
日
・

22
日
▽
７
月
６
日
・
20
日
▽

９
月
14
日
▽
10
月
12
日
▽
11

月
16
日
▽
12
月
14
日
▽
２
０

１
７
年
１
月
11
日
▽
２
月
15

日
▽
３
月
15
日

【
時
間
】
16
時
30
分
〜
19
時

30
分

校
友
会
代
議
員
会

▽
日
時
‥
６
月
11
日
（
土
）

15
時
〜

▽
場
所
‥
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

３
０
３
教
室

車
10
分
「
ダ
イ
ワ
ロ
イ
ネ
ッ

ト
ホ
テ
ル
和
歌
山
」
旴
山
本

牧
氏
☎
０
７
３
・
４
７
３
・

１
１
７
４

〈
兵
庫
支
部
総
会
〉

▽
６
月
12
日
（
日
）
16
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
神
戸
駅
か
ら
徒
歩
３

分
「
湊
川
神
社
楠
公
会
館
」

旴
武
田
克
之
氏
☎
０
９
０
・

２
０
６
８
・
９
２
２
３

〈
大
学
不
動
産
連
盟
総
会
〉

▽
６
月
15
日
（
水
）
15
時
〜

▽
東
京
メ
ト
ロ
九
段
下
駅
か

ら
徒
歩
３
分
「
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
ド
パ
レ
ス
」
旴
大
木
寛
之

氏
☎
０
８
０
・
３
４
１
３
・

４
８
４
２

〈
相
模
原
支
部
総
会
〉

▽
６
月
25
日
（
土
）
16
時
30

分
〜
▽
小
田
急
線
相
模
大
野

駅
す
ぐ
「
小
田
急
ホ
テ
ル
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
相
模
大
野
」
旴

渋
谷
隆
宏
氏
☎
０
４
２
・
７

４
４
・
４
８
６
５

に
奉
仕
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
か
ら
こ
そ
の
祭
り
で
す
。

『
こ
れ
が
な
い
と
一
年
が
始

ま
ら
な
い
よ
』
な
ん
て
お
っ

し
ゃ
る
方
も
い
ま
す
」
と
誇

ら
し
げ
に
語
る
。

　
東
京
都
専
修
大
学
附
属
高

を
卒
業
後
「
日
本
の
現
代
史

を
学
び
た
い
」
と
文
学
部
人

文
学
科
歴
史
学
専
攻
に
。
新

井
勝
紘
元
文
学
部
教
授
の
ゼ

ミ
に
入
り
、
兵
士
が
戦
地
か

ら
家
族
や
知
人
に
送
っ
た
軍

事
郵
便
を
読
み
解
く
こ
と
で

戦
争
を
考
え
た
。「
柔
軟
で

懐
の
深
い
先
生
の
も
と
で
、

伸
び
伸
び
と
学
び
ま
し
た
」

　
卒
論
の
テ
ー
マ
に
選
ん
だ

の
は
、「
筑
後
市
靖
国
神
社
の

歴
史
」。
福
岡
県
筑
後
市
の

水
田
天
満
宮
の
境
内
に
あ
る

靖
国
神
社
に
収
め
ら
れ
た
門

外
不
出
の
資
料
の
存
在
を
、

伯
父
で
同
天
満
宮
の
宮
司
・

宮
原
恭
盛
さ
ん
か
ら
教
え
ら

れ
た
。
ひ
も
と
く
と
同
市
遺

族
会
な
ど
地
域
の
人
々
の
戦

没
者
慰
霊
に
対
す
る
熱
意
が

込
め
ら
れ
て
い
た
。
３
万
字

に
ま
と
め
あ
げ
た
論
文
は
そ

の
後
、
筑
後
郷
土
史
研
究
会

誌
に
掲
載
さ
れ
た
。「
世
に

知
ら
せ
た
い
と
い
う
思
い
が

か
な
い
ま
し
た
」

　
こ
う
し
た
在
学
中
の
体
験

を
経
て
、
迷
っ
て
い
た
神
職

へ
の
道
を
歩
む
決
意
を
固
め

た
。

　
卒
業
に
際
し
て
「
人
間
到

る
処
青
山
あ
り
」
の
こ
と
ば

を
恩
師
か
ら
贈
ら
れ
た
。
そ

こ
に
は
「
ど
ん
な
道
で
も
全

力
で
進
め
」
と
い
う
激
励
が

込
め
ら
れ
て
い
た
。「
つ
ら

い
時
、
苦
し
い
時
に
思
い
出

し
、
胸
に
刻
ん
で
い
ま
す
」

－恩師のことばを胸に刻む－


